
 
 
 
  

問題 

解決策 

大型トラックメーカーでは、プレス工程の前に 609mm幅のフィードストックを潤

滑油でコーティングする必要がありました。以前の潤滑油塗布システムでは金属シ

ートへのオイル塗布が均一でなかったため、品質問題が生じていました。また以前

のシステムでは過剰スプレーで無駄が生じ、ミスト飛散したオイルが周辺の装置や

床に付着して、滑りやすく危険でした。 

AutoJet®潤滑システムにより、潤滑オイルコーティングの課題を解決しました。

この潤滑システムでは、6 個の一流体 UniJet®ノズルがシートを均一にカバーしま

す。L210 エアー駆動式ピストンポンプによって、各ノズルへ個別にオイルを供給

します。ノズルはコイル潤滑装置内に設置されており、装置内でオイルミスト除去

するため、作業員による吸入を防止できます。また、オイルを循環させて再利用す

ることで、潤滑油の使用量を最小限に抑えます。過剰にスプレーされたオイルは、

自動電磁弁により装置から供給タンクへ戻されます。システム内に異物が入らない

ようにするため、吸い込み管を通してオイルをろ過します。 

自動潤滑システムにより、トラックメーカーは 

品質を改善し、オイル消費量を 25%削減 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

効果 

SDGs(Sustainability Development Goals:持続可能な開発目標)は、2015 年 9

月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 のアジェンダ」

に記載された 2030 年までの国際目標です。17 のゴール・169 のターゲットから

構成されており、国や企業に対し活動要請されています。当社は事業活動を通

じて SDGs の達成に向け貢献します。 

AutoJet®潤滑システムによって製品品質は改善され、不均一な潤滑油塗布によ

る廃棄率が 10%削減されました。また、過剰塗布の防止によってオイルの使用量

を 25%削減し、ランニングコストの大幅な削減に成功しました。また、過剰スプ

レーの解消によって作業現場の安全性も確保されました。 

 

➡年間約 140 万円のコスト削減を実現 

自動潤滑システムにより、オイル消費量を 25%削減 
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